




要約:

 療育の有効性は医学的障害や社会的ハンディキャップの軽減だけで評価するのではなく、

家族支援の観点から、障害児の保護者が各種の療育サービスに対してどの程度満足したか

と言う尺度によっても評価すべきである。本研究では、兵庫県内の肢体不自由児通園施設、

肢体不自由児養護学校(小・中・高)に通う障害児の親を対象にアンケー卜調査を行い、福

祉行政、保健所、医療機関、訓練施設の 4種類のサービス機関からのサービスに対する満

足度を点数化し、各機関からのサービスに対する満足度にどのように相違があるか検討し

た。 一般に、保健所に対する満足度が最も低く、医療機関・訓練施設に対する満足度が

相対的に高かった。サービスの内容としては、情報提供に対して満足度が低い傾向があっ

た。また、 自由記述の意見の中にも、特に福祉行政・保健所からの情報提供の不足を訴

え、各種申請手続きの簡素化や、保健婦やケースワーカーによる親・家族の精神的支援を

求める意見が多かった。全体的な療育活動の満足度を上げ、効率的な療育システムを構築

するために、療育サービスにおいて行政が関わる福祉行政と保健所のサービスの見直しが

必要である。


